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研究成果の概要（和文）：卵巣癌の直腸浸潤において、直腸壁のリンパ管を介した直腸間膜リンパ節転移を認め
ることがある。しかし、卵巣癌の直腸浸潤における直腸間膜リンパ節転移の臨床的意義は明らかではない。申請
者らは、卵巣癌直腸浸潤における直腸間膜リンパ節転移は予後不良因子の一つであること、さらに、卵巣癌直腸
浸潤における直腸間膜リンパ節転移は、門脈を介した術後の血行性肝転移を予測する因子であることを明らかに
した。

研究成果の概要（英文）：Mesenteric lymph node involvement is often observed in ovarian cancer with 
rectosigmoid invasion. However, the clinical significance of mesenteric lymph node involvement has 
not been fully investigated in ovarian cancer patients, and, in particular, the pattern of 
metastasis in ovarian cancer patients with mesenteric lymph node involvement has not yet been the 
subject of research. In this study, we revealed that mesenteric lymph node involvement is an 
important prognostic factor in ovarian cancer, predicting poor prognosis and liver metastasis of 
hematogenous origin.

研究分野： 消化器外科
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研究成果の学術的意義や社会的意義
卵巣癌の肝転移には、腹膜播種由来の肝転移、および血行性由来の肝転移が存在する。申請者らは、卵巣癌の血
行性由来の肝転移形成機序には、直腸間膜リンパ節に転移した卵巣癌組織が、リンパ節を栄養する静脈内へ至
り、門脈を経由して肝転移を形成する転移経路(“門脈経由の肝転移”)が存在する可能性を示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
（１）卵巣癌の肝転移には、腹膜播種由来の肝転移、および血行性由来の肝転移、が存在する。
血行性由来の肝転移の形成機序において、卵巣静脈から大循環を経由する血行性転移が考えら
れる（“卵巣静脈経由の肝転移”）。“卵巣静脈由来の肝転移”では、肝転移以外の遠隔転移を伴う
ことが多いため、全身化学療法が選択される。一方、実臨床では、局所療法の適応となる孤立性
肝転移も経験する。 
（２）卵巣癌の直腸浸潤では、直腸浸潤部からリンパ行性に直腸間膜リンパ節転移を来す症例が
一定の頻度で存在することが知られている 1)。我々が行った Pilot 研究では、組織学的に直腸浸
潤を認めた卵巣癌の約半数で直腸間膜リンパ節に
卵巣癌の転移を認めた。さらに、直腸間膜リンパ節
転移を認めた症例は、高率に血行性肝転移を来し
ていた。解剖学的に、直腸間膜リンパ節を栄養する
静脈は、門脈へ流入することから、リンパ行性転移
から血行性転移への乗り換えが起こり得る。 
（３）申請者らは、「卵巣癌の直腸浸潤において、
直腸間膜リンパ節に転移した卵巣癌組織が、リン
パ節を栄養する静脈内へ至り、さらに門脈を経由
して血行性由来の肝転移を形成する転移経路（“門
脈経由の肝転移”）が存在する（図 1）」と考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、「卵巣癌における直腸間膜リンパ
節転移を介した“門脈経由の肝転移”について、病理像・遺伝子
変異・臨床像を解析し、卵巣癌の血行性由来の肝転移形成機
序における新しい概念とその研究基盤を確立すること」であ
る。 
 
３．研究の方法 
手術を施行された StageⅡ-Ⅳ卵巣癌症例 85 例を対象とした
（直腸合併切除が 27 例、非合併切除が 58 例）。直腸合併切除
を行った症例では、病理学的に直腸浸潤の有無および直腸間
膜内リンパ節転移の有無を評価した。また、術後肝転移をき
たした症例では、CT 画像を用いて、血行性肝転移（図 2a）と
播種性肝転移（図 2b）に分類した 2)。各臨床病理学的因子(年
齢、病期、直腸間膜リンパ節径、腹水洗浄細胞診、組織型、直
腸浸潤の有無、直腸間膜リンパ節転移の有無)が、無増悪生存
率に与える影響について、単変量・多変量解析を行った。ま
た、術後の遠隔転移の形式に関しても検討を行った。 
 
４．研究成果 
病理学的な直腸間膜リンパ節転移を 14 例に認めた。無増悪生存率に関する単変量解析では、直
腸間膜リンパ節径、腹水洗浄細胞診、直腸間膜リンパ節転移ありが有意な予後不良因子であった。
多変量解析では、直腸間膜リンパ節ありが独立した予後不良因子の一つであった。 
術後の遠隔転移は 35 例に
認めた。直腸間膜リンパ節
あり群となし群で比較する
と、直腸間膜リンパ節転移
あり群では、肝転移が有意
に多かった。一方、腹膜播
種・リンパ節転移・肺転移・
脾転移は、直腸間膜リンパ
節あり群となし群で有意差
を認めなかった。さらに肝
転移を血行性肝転移と播種
性肝転移とに分類した場
合、術後の血行性肝転移は、
直腸間膜リンパ節あり群で
有意に多かった（図 3）。一
方、播種性肝転移は、直腸間膜リンパ節あり群となし群で有意差を認めなかった（図 4）。 



 
以上より、卵巣癌直腸浸潤における直腸間膜リンパ節転移は独立した予後不良因子の一つであ
ること、さらに、卵巣癌直腸浸潤における直腸間膜リンパ節転移は、門脈を介した術後の血行性
肝転移を予測する因子であることが示された。 
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